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～ お と ず れ ～ 

令和６年度 ２月号 

長門市立深川中学校 

校 訓  

教職員スローガン

「生徒の姿で教育の成果をみせる。」   学園目標 未来を切り拓く人間性豊かな俵山・深川っ子の育成 

地域でめざす子ども像 ★ふるさと長門を愛し、あいさつでつながる元気な子★自分の思いや考えを伝えられる素直な子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

勧学  

令和 6年度 立 志 式  ２０２５・２・１ 

【参観した 1年生の感想】 

・2年生の立志式の言葉を聞いて、とても感動しまし

た。みんなちゃんとした目標をもっていて、その目標に

向かってすごく努力しているんだと感じました。 

・こんなたくさんの人の前で、堂々と言っていて、かっ

こいいなと思いました。緊張しているのに、あの静か

な空気の中ですごいなと思いました。 

・全員緊張しているはずなのに、大勢の前で大きな声

で発表していることがすごいと思いました。１年後、先

輩方のような姿になれるよう頑張ります。 

【3組 平川 天音さん】 

・すごく緊張しました。自分なりに声を出して、将来の

ことについて伝えることができたので、よい経験にな

りました。人前で話す力も高めていきたいです。 

学年合唱では、本番で大きな声で歌うことができ、

団結力が高まるのを感じました。貴重な経験ができ

てよかったです。これからの生活に活かします。 

【記念講演 】  「先輩からのメッセージ」 

 長門市青年会議所   前理事長 久永 信也 様 

プレゼンを使って、『時間の大 

切さ』と『決断力』について、 

ご自身の経験談をもとに、分 

かりやすく語りかけていただき 

ました。「時間をどう使うか、決 

断したことに後悔が無いよう 

がんばってほしい。」とのエール  

が印象的でした。           〈深川中学校出身〉 

【１組 竹下 慈乃さん】 

・将来のことを考えるよい機会になりました。いつも

は、将来のことやこんな人になりたいと考えることが

ないので、立志式で自分のことをもっと知れたと思い

ます。始めはあまり声が出せなかったけれど、練習し

て大きな声が出せるようになり、本番は一番よかった

です。「自分の全力」が出せたという思いです。 

【２組 早川 大翔さん】 

・困っている人を助けたいという思いをもとに、誰に対

して？を考えていると、「家族」だと思いました。育てて

いただいた感謝の気持ちを抱き、練習から全力で頑

張りました。本番では 300人を前にハッキリと気持

ちをこめて伝えることができたので、これを機に日頃

から感謝の気持ちを大切にしたいと思います。 



法務省及び全国人権擁護委員連合会主催 

第 43回全国中学生人権作文コンテスト 

「感 謝 状」 

多数の作品を出展した学校の取り組みに 

R6 第４回学校運営協議会 
 

 

 

熟議：深川中学校“チャレンジ目標”の振り返り・具体的な取組へ 

   『授業時間を充実させよう』・『積極的に挨拶しよう』・『地域に学び貢献しよう』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度長門市教育特別表彰（体育部門） 

３年 小田祐夕 第 78回国民スポーツ大会ゴルフ競技女子団体 第 6位 

３年 河野彩美 第 40回中国中学校柔道選手権大会 女子個人 第 3位 

１年 増野百花 
第 75回中国五県対抗水泳競技大会競泳ジュニアの部 

女子 200m自由形 
第 3位 

  第 3回山口県中学校新人体育大会競泳女子 200ｍ自由形 第 1位 

団体 陸上競技部 3年：白木沙和 和久利奏愛 ２年：新本美音 山根蒼依 

 第 39回山口県中学校陸上競技選手権大会  共通女子４×100mR 第１位 

 

 

 

 

＝表彰関係＝ 

『積極的に挨拶しよう』 

・あいさつはしないといけない。厳しく言われるが、理

由は聞いたことがない・地域では恥ずかしい・普段

親しい友達にはする・相手に伝わるとは？・大人にな

って挨拶のよさに気づいた→いつか分かるときがく

る・挨拶をする相手やタイミングは大人でも考える。 

『授業時間を充実させよう』 

・忘れ物がある・発表することに恥ずかしさがある・上

手く伝えられるか不安・タブレットがあるので、自分の

考えが伝わりやすくお互い分かりやすくなるが、意見

として主張することはできない ・大人が入って同じ授

業を受けてみたい。道徳科では可能？ 

 

 

 

 

『地域に学び貢献しよう』 

・学校では経験できないことができる・親子参加のボ

ランティア活動・頑張りを見てあげている？・逆に地域

が中学校に入っていくことも必要・生徒の「何かした

い」という思いにどう答えていくのか？地域を好きな

気持ちを、どう育てていくのか？子どもも大人も！ 

・学校での日々の教育活動について

は、HPで随時更新しておりますの

で、表面中央上部にある QRコード

から閲覧ください。 

団体は規定で

２名まで参加 


